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       ２０１５．３．１０ 

      同業者交流を活発に！！ 

 ２０１６．５．１０ 

障害者の心の内―アドラー心理学から 

障害者リハビリを単純化して言えば、人の関

係性を調整すること―コミュニケーション―が大

きな役割を果たすと思われます。  

最近出会ったアドラー心理学には人の心を

探る上で多くの示唆があるように思います。 

人の行動には目的がある。 

これまでの心理学では、何か問題が起きたら、

その原因を探りましが、アドラー心理学では、

何か問題が起きたら、それは何らかの目的を果

たすために行われたと考えます。 

ホームの事例---、通所は嫌でないのに持続

できない方がいました。曰く、行けなくなって出

来ない人と思われるのが嫌―通所の中味に原

因があるのでなく、過剰に自身の評価が気にな

り行動に移せない。つまり、私たちの思考や行

動は、どのような目的に向かっているのかによ

って変わってくるということです。 

そのため「本当はどんな目的のためにこの行

動をしているのかな？」「どうやったら、うまくいく

かな？」と問いかけてみると、その思考や行動

の目的を見出す手がかりになります。 

共同体感覚について 

共同体感覚とは、私たちは職場や学校、地

域や家庭など、社会という共同体の一部分だと

思える感覚をいいます。そして、仲間に関心を

持ち、幸せになるための行動をすることが大切

であるとアドラーは考えました。 

ほかの人を無条件に信頼する、ほかの人の

ために役に立ってみる、ありのままの自分を受

け入れる―誰かの役に立っていると思えること

で、自信が持てたり、自分の価値を実感できた

り、自分の居場所を感じられたりすることができ

ます。 ホームの事例では、Ｈさんはデイケアで

積極的役割を担い、信頼を得て充実した生活

を送っています。 

ライフスタイルは変えられる！？ 

その人の考え方や行動のクセ。私たちは、性

格を変えるのは簡単ではないというイメージを

持っています。しかし、ライフスタイル、つまり私

たちの考え方や行動のクセと考えれば、変える

ことができそうです。 

たとえば、ある人が内気な性格だから営業が

苦手だと考えるクセを身につけているとします。

しかし、「内気だから苦手だ」と考えることをやめ

たとします。そして、内気であるがゆえに、緊張

してもうまく営業ができるように行動を変えたとし

ます。事前にお客さまのニーズをくわしく調べ

たり、見るだけで理解できるようなわかりやすい

資料をつくっておいたりと。 

また、このライフスタイルですが、幼いころに

つくられたと言われています。そのため、意識し

てつくられたものばかりではなく、現在のライフ

スタイルに不満を感じている人もいるかもしれま

せん。しかし、その当時の出来事や環境などに

対して解釈をしてライフスタイルをつくりあげて

きたのは、どんな事情があろうとほかならぬ自

分自身なのです。 

 当ホームでは、病気のため社会から途絶され

た経験を持つ方が多く、社会生活・ルールその

ものが成り立っていないことがあります。まずは

生活リズムをつくって行っていますが、理にか

なっているとの示唆を受けます。 

（ＷＩＫＩＰＥＤＩＡ引用） 

今後のスケジュール 

＜５月２１日＞アドボケイト会総会 

 

 


